
 

（ふろがま） 

第２条の２ ふろがまの構造は、次に掲げる基準によらなければならない。 

（１） かま内にすすが付着しにくく、かつ、目詰まりしにくい構造とすること。 

（２） 気体燃料又は液体燃料を使用するふろがまには、空だきをした場合に自動的に燃焼を停

止できる装置を設けること。 

２ 前項に規定するもののほか、ふろがまの位置、構造及び管理の基準については、前条（第１項

第 11号及び第 12 号を除く。）の規定を準用する。 

別表第１（第２条の２関係） 

種   類 
 離 隔 距 離 （ｃｍ） 

入 力 上方 側方 前方 後方 備考 

  

 

ふ

ろ

が

ま  

気

体

燃

料 

不

燃

以

外  

半密

閉式 

浴室内

設置  

外がまでバ

ーナー取り

出し口のな

いもの  

２１kW 以下（ふろ用以

外のバーナーをもつも

のにあっては４２kW 以

下） 

－ 
15 

注 
15 15 

注：浴槽と

の離隔距離

は０ｃｍと

するが、合

成樹脂浴槽

（ポリプロ

ピレン浴槽

等）の場合

は２ｃｍと

する。 

内がま  － － 60 － 

浴室外

設置  

外がまでバ

ーナー取り

出し口のな

いもの  ２１kW 以下（ふろ用以

外のバーナーをもつも

のにあっては、当該バ

ーナーが７０kW 以下で

あって、かつ、ふろ用

バーナーが２１kW 以

下）  

－ 15 15 15 

外がまでバ

ーナー取り

出し口のあ

るもの  

－ 15 60 15 

内がま  － 15 60 － 

密閉式 － 
2 

注 
2 2 

屋外用 60 15 15 15 

不

燃  

半密
閉式 

浴室内

設置 

外がまでバ

ーナー取り

出し口のな

いもの  

２１kW 以下（ふろ用以

外のバーナーをもつも

のにあっては４２kW 以

下）  

－ 
4.5 

注 
－ 4.5 

内がま  － － － － 

浴室外

設置 

外がまでバ

ーナー取り

出し口のな

いもの  
２１kW 以下（ふろ用以

外のバーナーをもつも

のにあっては、当該バ

ーナーが７０kW 以下で

あって、かつ、ふろ用

バーナーが２１kW 以

下）   

－ 4.5 － 4.5 

外がまでバ

ーナー取り

出し口のあ

るもの  

－ 4.5 － 4.5 

内がま  － － － － 

密閉式  － 
2 

注 
－ 2 

 

屋外用  30 4.5 － 4.5 

液
体
燃
料 

不燃以外  

３９kW 以下  

60 15 15 15 

不燃  50 5 － 5 

上記に分類されないもの  －  15 60 15 



 

備考１  「気体燃料」、「液体燃料」、「固体燃料」及び「電気」は、それぞれ、気体燃料を使用するも

の、液体燃料を使用するもの、固体燃料を使用するもの及び電気を熱源とするものをいう。  

２ 「不燃以外」欄は、対象火気設備等又は対象火気器具等から不燃材料以外の材料による仕上

げ若しくはこれに類似する仕上げをした建築物等の部分又は可燃性の物品までの距離をいう｡  

３ 「不燃」欄は、対象火気設備等又は対象火気器具等から不燃材料で有効に仕上げをした建築

物等の部分又は防熱板までの距離をいう。 

 

【解釈及び運用】  

１  本条は、気体燃料又は液体燃料を使用する一般家庭用の小型ふろがまを対象としており、公衆

浴場等のふろがまは、「炉」としての規制を受ける。  

   構造としては、主として浴槽水を過熱するための熱交換器（かま本体）とバーナーからなって

おり、かまの区分による種類は、次のとおりである。  

(1) 「内がま」とは、ふろがま本体と浴槽との取り付け方法による分類であって、ふろがま本体を浴

槽内に取り付けるような構造となっているものをいい、上がり湯付のものと上がり湯なしのもの

があるが、いずれも半密閉式のものだけである。  

  

 

(2) 「外がま」とは、ふろがま本体と浴槽との取り付け方法による分類であって、ふろがま本体を浴

槽外におき、循環パイプによりふろがま本体と浴槽とを接続し、自然循環又は強制循環によって

浴槽の水を加熱するような構造となっているものをいい、半密閉式、密閉式及び屋外用があり、

最近ではこの外がまが主流になっている。  

    なお、最近は給湯付き又は給湯兼用のものも多くなり、給湯又はシャワーにも使用することが

できるものが多い。  

 

ア 自然循環（半密閉式）  

  

 

  

  

  

  

 

 

 

  



 

イ 自然循環（密閉式）  

 
 

ウ 強制循環（屋外用給湯機能付）  

 

２  入力値の算出方法は、次のとおりである。入力とは、その設備の最大燃焼時の燃料消費量を熱

量に換算したものをいう。なお、入力、基準発熱量又は燃料の比重が設備仕様書等に記載されて

いる場合は、当該数値とすること。基準発熱量は、参考として次表に示す。各燃料は、発熱量に

幅があるので、この表の数値は代表的なものである。 

(1) 気体燃料の場合 

入力 （ｋＷ）＝燃料の基準発熱量（ＭＪ／㎥）×燃料消費量（㎥／ｈ）÷3.6 

(2) 液体燃料の場合 

入力 （ｋＷ）＝燃料の基準発熱量（ＭＪ／ℓ）×燃料消費量（ℓ／ｈ）÷3.6 

    ＝燃料の基準発熱量（ＭＪ／ｋｇ）×燃料の比重×燃料消費量（ℓ／ｈ）÷3.6 

例えば、燃料消費量が 1.5 ℓ／ｈと表示されていれば、灯油の場合の１リットル当たりの基準発

熱量は、34.5ＭＪであるので、34.5×1.5÷3.6=14.375ｋＷが入力となる。  

                              表  

燃 料 名 発熱量（ＭＪ／㎥） 発熱量（ＭＪ／ℓ） 発熱量（ＭＪ／ｋｇ） 

都市ガス（１３Ａ） ４６   

プロパンガス ９９   

灯   油  ３４．５ ４３．１ 

軽   油  ３５．２ ４２．７ 

重油 

Ａ重油  ３７．３ ４２．３ 

Ｂ重油  ３８．１ ４１．４ 

Ｃ重油  ３８．２ ４０．６ 

  注  １ｋＷ＝３、６００ｋＪ（ｷﾛｼﾞｭｰﾙ）＝３．６ＭＪ（ﾒｶﾞｼﾞｭｰﾙ）＝８６０ｋｃａｌとする。

また、燃料の基準発熱量（ＭＪ／ℓ）＝燃料の基準発熱量（ＭＪ／ｋｇ）×燃料の比重とする。 



 

３ ふろがまの設置例  

⑴ 気体燃料を使用するふろがまの設置例  

ア 浴槽内に設置したバーナー取り出し口のない外がまの場合と「不燃材料以外の材料によ

る仕上げその他これに類する仕上げをした建築物等の部分」との離隔距離（㎜）の例  

  

    
注１ 図中、浴槽とふろがまの離隔距離は 20 ㎜以上とあるのは、可燃性浴槽（ポリプロピ

レン浴槽等）の場合である。  

２ （ ）内は、防熱板を取り付けた場合の寸法とする。 

 

イ 浴室内に設置した内がまと「不燃材料以外の材料による仕上げその他これに類する仕上

げをした建築物等の部分」との離隔距離（㎜）の例  

 
注 １ 木製又は不燃材料を使用した浴槽に限る。  

2  バーナー取り出し口の前方の離隔距離は、不燃材料で防火上有効に仕上っている場

合は、操作、燃焼確認及び点検修理ができる寸法以上とすることができる。  

  

ウ 浴室外に設置したバーナー取り出し口のない外がまと「不燃材料以外の材料による仕上

げその他これに類する仕上げをした建築物等の部分」との離隔距離（㎜）の例  

 

注 （ ）内は、防熱板を取り付けた場合の寸法とする。  

  

  
  



 

  

エ 浴室外に設置したバーナー取り出し口のある外がまと「不燃材料以外の材料による仕上

げその他これに類する仕上げをした建築物等の部分」との離隔距離（㎜）の例  

 
 

注 １ Ａの寸法について  

バーナー取り出し口前方と「不燃材料以外の材料による仕上げその他これに類する仕

上げをした建築物等の部分」とは、600 ㎜以上の離隔距離とすること。ただし、不燃材 

料で防火上有効に仕上げをした場合は、バーナーの引き出せる寸法とすることができる｡ 

２ （ ）内は、防熱板を取り付けた場合の寸法とする。  

  

オ 可燃性壁体を貫通して設置した内がまと「不燃材料以外の材料による仕上げその他これに

類する仕上げをした建築物等の部分」との離隔距離（㎜）の例  

  

 

 

注 ふろがまを設置する際は、ふろがま貫通部分の壁体の切断面をモルタル等の不燃材料

で仕上げをした後、取り付けし、透き間を不燃材料で目地詰めすること。（バーナー取り

出し口前方の離隔距離は、不燃材料で防火上有効に仕上っている場合、操作、燃焼確認

及び点検修理ができる寸法とすることができる。）  

 

  



 

カ 密閉式のガスふろがまと「不燃材料以外の材料による仕上げその他これに類する仕上げを

した建築物等の部分」との離隔距離（㎜）の例  

 

注１ 図中、浴槽とふろがまの距離は 20 ㎜以上とあるのは、合成樹脂浴槽（ポリプロピレ

ン浴槽等）の場合である。  

２ 風呂がまの前方に操作、燃焼確認及び点検修理のできる間隔を確保すること。  

  

キ ガスふろがまと「不燃材料以外の材料による仕上げその他これに類する仕上げをした建築

物等の部分」との離隔距離（㎜）の例  

   
注 （ ）内は、防熱板を取り付けた場合の寸法とする。  

 



 

⑵ 液体燃料を使用するふろがまの設置例  

   石油ふろがまと「不燃材料以外の材料による仕上げその他これに類する仕上げをした建築物等

の部分」との離隔距離（㎜）の例  

 

注１ Ａの寸法は、基準では 150mm 以上と規定しているが、煙突と可燃物との離隔距離でも

規制される。  

２ （ ）内は、防熱板を取り付けた場合の寸法とする。 

 

４ 第１項第２号の規定は、ふろがまの空だきによる火災が非常に多いことから設けられたものであ 

る。  

   「空だき防止装置」は、浴槽の水位が一定の値以下になると作動するもので、ふろがまや循環パ

イプの過熱により出火するのを防止する目的のものである。  

  



 

(1) バイメタル式空だき防止装置の例 

 

(2) 圧力スイッチ式空だき防止装置の例  

 

⑶ 電極式空だき防止装置の例

 
 

 


